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父母が体験した育児の経過は､ 10のカテゴリ､ 《障害の発見までの経緯》､ 《障害の説明と理解》､ 《障害
がわかってからの心の変化》《障がい児の特別扱い》､ 《発達への期待》､ 《養育への感情》､ 《将来の見通
し》､ 《きょうだいとの関係》､ 《仕事の意味》､ 《家族の周囲との関わり》から構成された｡
父親も母親も障害の理解に対して語るべきものが多く存在し､ 障がい児と生活していく上で障害の理解が必
要不可欠なものであった｡ 父親も母親も双子であるが故に､ 障がい児ときょうだいの発達の違いに気づき､ 障
害があるという事実を直視できた｡
きょうだいに対しては､ 父親も母親も障がい児をサポートしてほしいという期待をもつ一方で､ 母親は､ きょ
うだいたちに十分手をかけてやれない葛藤を経験していた｡ また､ 父親・母親は､ 双子の就学の時期を控え､
将来への見通しのつかなさを抱えていた｡
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以下､ 《 》内には中カテゴリ､ 〈 〉内にはサブ








だと思っていた｣ と､ 障害について､ 〈説明前の発達
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母親は ｢この子 (障がい児) を連れて自殺しようか
と思った｣､ 時間の経過と共に ｢この程度までの発達
だとは､ 思ってもいなかった｣､ ｢現実が見えてきても､
心は晴れない｡ 段々と壁 (就学問題) は高くなる｣､
｢障害の程度が中度といわれていたのが重度となり､






























ない｣ と述べ､ 障がい児との生活を ｢訓練で他のこと
に手がまわらない｣､ ｢障がい児を連れての外出は大変






























































く､ 話す場所ができた｣ と､ 〈同病児の母親との交
流〉を得ていた｡ また､ ｢健常児のお母さんとのつき
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